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市県税の申告相談所 

   

      

    

を利用しましょう 

  

      

      

      

  

今年も、市県民税の申告期日が近づいてまいりまし

た。市では、みなさんの便ぎをはかり、申告しやすい

ように、各地区ごとに相談所を設けて、中告に応ずる

ことになりました。 

万一、申告しませんと、諸控除（税金が安くなる） 

の恩典がなくなり、税金が非常に高くなり、納税者は

大変不利益となります。 

相談所では、みなさんのご利用をのぞんでおります

気軽においでください0 

◇申告期間 	2月16日～ 3 月15日 

来
る
二
月
二
十
六
日
は
、
青
森
県
知
事
選
挙
の
投
票
日
で

す
。

一
人
の
き
け
ん
も
な
く
、
み
ん
な
投
票
し
ま
し
ょ
う
。
 

投
票
時
間
は
、
午
前
七
時
か
ら
午
後
六
時
ま
で
で
、
投
票
は

記
号
式
投
票
で
す
。
 
（
不
在者
投
票
は
自
書
式
）
 

ー
投
票
は
 

一

記
号
式
投
票
で

す
ー
一
 

投
票
所
に
行
つ
た
ら
、
受
付
 

（
名
簿対
照
係
）
に
入
場
券
を

だ
し
て
、
確
認
し
て
も
ら
い
、
 

そ
の
入
場
券
で
、
投
票
用
紙
交

付
係
か
ら
、
入
場
券
と
引
き
替

え
に
、
投
票
用
紙
を
も
ら
い
、
 

記
載
所
で
、
自
分
の
投
票
し
よ

う
と
す
る
、
候
補
者
の
名
前
の

上
に
〇
の
印
を
押
し
て
く
だ
さ

い
。
五
所
川
原
市
長
選
挙
の
投

票
と
同
じ
、
記
号
式
の
投
票
で

す
か
ら
、
〇
の
印
を
押
す
だ
け

で
か
く
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
 

F
k在護

日
ま
で
一
 

選
挙
の
当
日
、
や
む
を
得
な
 
 

所
属
長
の
証
明
書
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
 
（
証
明
書
の
用
紙

は
、
選
管
に
あ
り
ま
す
。
 

な
お
、
つ
ぎ
の
病
院
に
入
院

し
て
い
る
人
は
、
病
院
で
不
在

者
投
票
が
で
き
ま
す
。
 

▽
指
定
病
院
△
 

市
立
西
北
中
央
病
院
、
同
敷
島

分
院
、
増
田
病
院
、
中
村
整
形

外
科
病
院
、
佐
藤
胃
腸
病
院

▽
く
る
み
園
（
養
護
老
人
ホ
 

ー
ム
）
 △
 

一
ー市
内
で
住
所
を
 

一
 

F
異
動
し
た
人

・
転
入
者
は
一
 

市
内
で
住
所
が
変
つ
た
人
は

急
い
で
届
で
て
く
だ
さ
い
。
 入

場
券
の
配
付
に
困
つ
て
い
ま
す

届
出
が
な
い
と
、
永
久
に
も
と

の
と
こ
ろ
に
入
場
券
が
配
付
に
 

補
正
予
算
 な

ど

可
決
 

廿
一
月
臨
時
議
会
廿
 

人
事
院
勧
告
に
も
と
づ
く
職

員
給
与
の
改
善
、
市
議
会
議
員

の
報
酬
改
正
、

一
般
会
計
補
正

予
算
等
を
審
議
し
た
、

一
月
臨

時
議
会
は
、
三
十
一
日
開
か
れ

同
日
、
閉
会
し
ま
し
た
。
 

こ
の
議
会
で
決
ま
っ
た
、
お

も
な
も
の
は
、
つ
ぎ
の
と
お
り

で
す
。
 

▽
議
会
議
員
の
報
酬
 

議
長
、
三
万
七
千
円
（
現
行

三
万
円
）
副
議
長
、
三
万
二
千

円
（
現
行
二
万
七
千
円
）
議
員

三
万
円
（
現
行
二
万
五
千
円
）
 

に
引
き
上
げ
。
 

▽
一
般
会
計
補
正
予
算

職
員
の
給
与
改
定
、
議
員
の

報
酬
改
定
費
な
ど

一
千
七
百
六

十
万
入
千
円
を
追
加
し
、
総
額

十
億
一
千
二
百
六
十
二
万
三
千

円
に
。
 

▽
市
職
員
定
数
条
例
の

一
部
改
正
 

市
立
病
院
の
職
員
を
四
十
人

増
と
し
、
総
数
（
市
長
の
事
務

部
局
）
を
、
五
百
ニ
十
人
に
。
 

い
用
務
や
、
事
故
の
た
め
、
ど
 

な
り
ま
す
。
 

う
し
て
も
投
票
所
に
行
つ
て
、
 

ま
た
、
転
入
し
て
き
た
人
は

投
票
で
き
な
い
人
は
、
一
一月
二
 

前
住
所
地
の
選
挙
管
理
委
員
会

十
五
日
（
午
後
五
時
）
ま
で
の
 
か
ら
、

証
明
書
を
も
ら

つ
て
き

間
に
、
直
接
、
市
選
挙
管
理
委
 

て
、
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務

員
会
事
務
局
に
お
い
で
に
な
っ
 

局
に
届
で
て
く
だ
さ
い
。
 

て
、
不
在
者
投
票
を
し
て
く
だ
 

な
お
、
お
わ
か
り
に
な
ら
な

さ
い
。
 

い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
市

こ
の
場
合
、
官
公
庁
、
会
社
 

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
に
お
 

な
ど
に
勤
務
し
て
い
る
人
は
、
 

た
ず
ね
く
だ
さ
い
。
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栄
 
地
 
区
 

季
節
保
育
所
の
開
設

を
。
農
道
の
整
備
。
 

米
価
問
題
や
、
増
産

対
策
。
渇
水
期
の
水

田
用
水
問
題
。
学
校

教
育
、
お
ょ
び
社
会

教
育
の
予
算
の
増
額

を
。
集
会
所
の
新
設

を
。
県
、
市
道
の
拡

巾
、
お
ょ
び
敷
砂
利

道
路
愛
護
を
実
施
し

た
あ
と
に
、
 ロ
ー
ラ
 

ー
を
か
け
て
 
ほ
 
し
 

梅
沢
 

地
 
区
 

農
業
不
作
に
対
す
る
税
金
対

策
。
納
税
組
合
の
補
助
金
増
額

市
役
所
窓
ロ
の
明
朗
化
。
児
童

館
の
建
設
。
消
防
施
設
の
充
実

農
業
構
造
改
善
の
第
二
次
（
り

ん
ご
集
積
倉
庫
等
）
 
を
や
つて
 
 

ー
出
席
者

4
3人ー

 

ー
出
席
者

3
7人ー

 

ほ
し
い
。
農
協
合
併
、
お
ょ
ぴ

り
ん
ご
交
配
の
促
進
。
自
作
農

維
持
資
金
の
増
額
。
梅
沢
中
の

今
後
。
 給
食
セ
ン
タ
ー
に
つ
い

て
o
 バ
イ
パ
ス
の
整
備
お
ょ
び

側
溝
の
整
備
。
 

五

所
川
原

地
区
 

納
税
組
合
の
補
助
を
一
律
に

市
職
員
の
研
修
の
徹
底
に
よ
り

向
上
を
は
か
れ
。
療
堰
の
払
い

下
げ
問
題
。
 町
内
世
帯
名
薄
の

適
確
な
把
握
と
、

こ
れ
に
よ
る

通
知
書
の
配
布
を
。

行
政
連
絡

の
服
務
規
定
に
つ
い
て
。
社
会

保
険
の
取
り
扱
い
機
関
が
ほ
し
 

い
。
保
健
協
力
員
の

増
員
を
。
共
同
募
金

の
割
当
基
準
。
助
産

費
の
委
託
に
つ
い

て

予
防
接
種
の
奨
励
。
 

ゴ
ミ
収
集
は
新
宮
地

区
に
も
。
職
業
訓
練

生
の
冬
期
間
の
失
業

保
険
問
題
。
防
犯
灯
 

の
増
設
。
公
営
住
宅

に
増
築
で
き
る
か
。
 

小
路
の
除
雪
を
万
全

に
。
 上
水
道
断
水
と

配
水
管
破
れ
つ
の
善

処
方
。
 五
小
通
学
道

路
の
橋
を
、
永
久
橋

に
。
統
合
五

一
中
の

通
学
道
路
に
つ
い
て

公
認
の
グ

ラ
ン
ド
の

建
設
を
。
冬
期
間
の
 
 

ー
出
席
者

6
2人ー

 

子
ど
も
の
遊
び
場
の
確
保
を
。
 

松
島
団
地
の
宅
地
問
題
。
道
路

の
新
設
、
拡
巾
補
修
、
側
溝
の

補
修
を
。
成
田
山
の
沼
の
排
水

路
。
新
宮
ガ
ー
ド
の
引
き
あ
げ

墓
地
公
園
の
設
置
を
。
 

市
民
と
と
も
に
歩
む
行
政

す
な
わ
ち
、
市
民
み
ん
な
の

し
あ
わ
せ
の
た
め
の
市
政
を

行
な
う
た
め
に
は
、
多
く
の

市
民
の
代
表
と
接
し
、
そ
れ

ぞ
れ
の
地
区
の
建
設
的
な
意

見
や
，
要
望
等
を
聞
き
、
ま

た
、
市
の
重
点
施
策
を
説
明

し
、
市
政
に
対
す
る
理
解
を

深
め
て
も
ら
い
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
、
市
民
と
直
結
し

た
行
政
を
行
な
う
た
め
に
昨
 
 年

か
ら
各
地
区
毎
に
、
行
政
懇

談
会
を
開
い
て
い
ま
す
。
 

行
政
懇
談
会
に
集
ま
つ
て
も

ら
つ
た
範
囲
は
，
各
地
区
と
も

行
政
連
絡
員
、
町
内
会
長
や
部

落
区
長
、
納
税
貯
蓄
組
合
長
、
 

民
生
委
員
、
消
防
団
幹
部
、
国

民
年
金
納
入
貯
蓄
組
合
長
、
地

域
選
出
市
議
会
議
員
、
青
年
団

婦
人
会
幹
部
、
社
会
福
祉
協
議

会
で
す
。
 

行
政
懇
談
会
の
主
旨
 



三 好 地 区 

出かせぎによる消助団員の不足。 消防施設の充実と

各期間の消防水利問題。土地改良区の運営と、河川内

開田の未登記問題〕公民館の内部施設の充実コ県、市

道の補修、拡巾、側溝の新設。三好FD問題コ 

長
橋
 
地
 
区
 

ー
出
席
者
5
0人

ー
 

（四面へ続く） 

ー出席者35人ー 毘沙門地区 

行政懇談会の参集範囲を広

げてほしい。青色申告と白色

申告の均衡をとつてほしい。 

納税組合の補助金増額、簡易

水道の補助。街灯の新設。消

防施設の充実。消防用水の確

保。水防対策を万全に。農繁

期の共同炊事をやつてほしい

農業施設の補助。小田川ダム

問題。農道の敷砂利。教職員

住宅の建設。集会所の整備と

新設を。 毘沙門スキー場の整

備。市道の拡巾、補修、護岸 

ー
出
m
者
3
6人

ー
 

松
 
島
 
地
 
区
 

児
童
館
の
建
設
。
 

看
護
学
院
と
育
英
資

か”
 

金
。
消
防
施
設
の
充

「
『
 

実
と
貯
水
池
の
確
保
 

出
か
せ
ぎ
に
J
る
消
 

防
団
員
不
足
。
松
島

地
区

へ
の
上
水
道
の
 

布
設
。
除
雪
に
万
全
」
 

を
。
第
二
次
農
業
構

造
改
善
。
農
道
の
敷

砂
利
。
松
野
木
川
の

・
 

し
ゆ
ん
せ
つ
。
通
学

道
路
の
確
保
。
集
会
 

所
の
燃
料
と
机
，
椅

子
の
設
置
。
市
道
の

拡
巾
と
整
備
。
 

市
役
所
か
ら
の
通
知
を
早
め
 
に
。
 
 
納
税
組
合
の
補
助
金
増
額
 

七
 
和
 
地
 
区
 

納
税
組
合
の
補
助
金
増
額
。
 

掲
示
板
の
新
設
。
児
童
館
の
建
 

ー
出
席
者
3
2入

ー
 

設
と
送
迎
バ
ス
の
施
設
。
精
薄

施
設
の
建
設
を
。
保
険
税
の
今
 

後
。
消
防
施
設
の
充

実
。
出
か
せ
ぎ
に
よ
 

る
消
防
団
員
不
足
。
 

中
山
山
脈
の
開
発
。
 

新
農
業
研
究
所
の
具
 

体
的
内
容
。
溜
池
の

水
量
確
保
。
農
道
補

助
金
の
増
額
。
原
子

溜
池
、
六
助
溜
池
地

域
の
区
画
整
理
の
早

期
実
施
。
り
ん
ご
品

種
更
新
。
農
業
後
継

者
の
育
成
。
中
学
校

統
合
の
今
後
。

七
和

高
校
の
今
後
の
方
向

県
、
市
道
の
補
修
。
 
 

共
防
関
係
の
市
税
免

除
を
。
児
童
館
の
建

設
と
経
営
。
子
ど
も

の
遊
び
場
の
確
保
。
 

消
防
施
設
の
改
善
充

実
。
街
灯
の
修
理
と

新
設
。
農
道
の
補
修
 

学
校
の
燃
料
に
つ
い
 

て
。
集
会
所
の
補
修

増
築
、
新
設
。
通
学
 

道
路
の
補
修
。
市
道

の
拡
巾
と
補
修
側
溝

橋
の
早
期
補
修
。
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飯

詰
 
地
区
 

④
 
市
税
の
今
後
。

共
同
作
業
施

設
の
減
税
を
。
児
童
館
の
建
設
 

ー
出
席
者
2
8人

ー
 

ケ
ー
ス
ワ

ー
カ
の
問
題
。
保
護

問
題
。
保
険
税
の
今
後
。
岩
崎
 

火
葬
場
の
改
良
。
 カ

ハ
ェ
撲
滅
予
算
の
増

額
。
診
療
所
に
医
師

の
派
遺
を
。
街
灯
の

新
設
。
消
防
施
設
の

充
実
。
出
か
せ
ぎ
に

よ
る
消
防
団
員
不
足

農
免
道
路
に
つ
い
て

飯
詰
地
域
の
観
光
。
 

学
校
給
食
セ
ソ
タ
ー
 

の
建
設
は
い
つ
か
。
 

集
会
所
の
補
修
。
県

道
の
補
修
。
市
道
の

補
修
と
側
溝
の
整
備

石
田
橋
の
架
替
。
 

市政ニユース 

献
血
日

の
変
更
 

ニ
月
第
三
木
曜
日
は
第
四
金
曜
日
に
 

》
」
 

男女合同除厄祈願祭 

ン
」・
と
 

昭和42年五所川原市内合同除厄祈願祭を、おこない

ます。希望する方は、お申し込みください。 

対象者は、男子42才（大正15年、昭和元年生まれ） 

女子（昭和10年生まれ）の方です。 

と 	 き 3月12日午前10時 

と こ ろ 市内末広町、末広会館 

会 	 費 2000円也 

申し込みしめきり 3月5日 

申し込み場所 弥生町、笹田義美、柏原

町、佐藤豊仁、田町、鹿内雄蔵、新町、佐藤

進、旭町、佐藤幸雄、下平井町、竹内孝夫、 

中平井町、船田鉄夫、大町、木村勇蔵、本町、 

高橋良子、大町、津島伶子、市役所建設課、 

木村喬、市役所各支所 

中
川
 
地
区
 

不
作
に
対
す
る
税
対
策
。
国

民
年
金
の
掛
金
に
つ
い
て
。
 ゴ
 

・

青
森
県
国
民
年
金

ク
イ
ズ
の
当
せ
ん
者
・
 

昨
年
九
月
中
旬
、
青
森
県
国

民
年
金
協
会
で
実
施
し
た
、
国

民
年
金
ク
イ
ズ
は
、
応
募
総
数

一
、
五
三
八
人
の
う
ち
五
七
入

人
の
正
解
者
が
あ
り
ま
し
た
。
 

こ
の
う
ち
、
当
市
関
係
の
当

せ
ん
者
は
、
つ
ぎ
の
方
々
で
す

◇
当
せ
ん
者
 

松
本
か
ず
（

川
端
町
）
、
 

寺
田
雄
策
、
寺
田
つ
そ
（
下
平

井
町
）
、
松
沢
嘉
四

（
柳
町
）
 

三
上
テ
ッ
、
三
上
キ
サ
 
（
末
広

町
）
、
神
礼
子
、
清
野
恵
美
子
 

（
中
平
井
町
）
、鎌
田
ミ
キ
（
 

岩
木
町
）
、
石
塚
ふ
み
（
新
宮

町
）
、
田
沢
明
、
木
村
ツ
ェ
 
（
 

鎌
谷
町
）
、
対
馬
て
る
（
敷
島

町
）
、
菊
地
ト

・、
、
（
稲
実
）
、
 

・

戦
没
者
の
遺
骨
を

調
査
し
て
お
り
ま
す
・
 

厚
生
省
で
は
、
旧
陸
海
空
軍

戦
没
者
の
遺
族
に
届
け
ら
れ
て

い
な
い
、
遺
骨
、
遺
留
品
を
調

査
し
て
お
り
ま
す
。
 お
心
あ
り

の
方
は
、
二
月
二
十
日
ま
で
に

市
役
所
市
民
課
へ
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。
 

ー
出
席
者
2
4人

ー
 

ミ
収
集
車
の
被
覆
、
お
ょ
び
ゴ
 

こ、
捨
場
の
処
置
。農
協
合
併
問
 

題
。
新
農
業
の
構
想

森
内
排
水
機
場
の
具

体
策
。
早
瀬
野
ダ
ム

の
具
体
的
内
容
と
、
 

北
部
土
改
。
小
学
校

の
便
所
の
増
築
。
青

年
団
等
へ
の
市
の
援

助
。
国
鉄
新
宮
ガ

ー
 

ド
の
改
善
。
下
長
橋
 

ー
平
井
町
間
の
道
路

の
新
設
計
画
。
市
道

の
拡
巾
と
護
岸
。
 

福
士
敏
雄
（
米
田
）
、
山
川
悦

子
（
新
宮
）
堀
内
ク
ニ
、
 （
高

野
）
、
小
田
桐
み
を
（
飯
詰
）
 

片
岡
み
よ
 
（
松
野
木
）
、
小
田

桐
サ
キ
 
（
湊）
、
成
田
テ
ル
 
（
 

中
泉
）
 

・
拾
得
物
の
 お

し
ら
せ
 

◇
拾
得
物
…
現
金
（
紙
幣
）
四

十
二
年
一
月
五
日
、
市
役
所

廊
下
 

◇
拾
得
物
…
ガ
マ
グ
チ
ー
個
（
 

現
金
、
乗
車
券
、
鍵
等
在
中
 

）
 
四
十
一
年十
一
月
二
十
九

日
ご
ろ
、
市
役
所
玄
関
 

紛
失
し
た
方
は
、
五
所
川
原
警

察
署
、
ま
た
は
、
市
役
所
総
務

課
庶
務
係
に
、
申
し
で
て
く
だ

さ
い
。
 

◇
拾
得
物
…
皮
手
袋
 

四
十
二
年
一
月
二
十
九
日
の

衆
議
院
選
挙
の
際
、
南
小
学

校
投
票
所
 

紛
失
し
た
方
は
、
市
選
挙
管
理

委
員
会
に
、
申
し
で
て
く
だ
さ

い
。
 

献
血
は
、
毎
月
第
一
木
曜
日

第
三
木
曜
日
の
二
回
、
午
前
十

時
三
十
分
か
ら
正
午
ま
で
、
西

北
中
央
病
院
前
に
て
、
採
血
い

た
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
二
月

の
第
三
木
曜
日
、
お
よ
び
、
 三

月
の
第
一
木
曜
日
は
、
都
合
に
 

よ
り
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
変
更
に
 

な
り
ま
し
た
。
 

多
数
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
 

た
し
ま
す
。
 

二
月
二
十
四
日
 

（第
四
金
曜
日
）
 

三
月
三
日
 
（第
一
金
曜
日
）
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